
　今年度は６月２４日の宮城会場を皮切りに、東北６県で官庁施設保全連絡会議を開催しました。

　各会場合わせて２３１名と多くの皆様に参加をいただき、ありがとうございました。

今年度の会議は、本格的な夏の到来の前に「地球温暖化対策」に向けたクールビズの啓蒙と、国家機関を対

象に７月３１日及び８月１４日の報告期限で依頼しました「保全実態調査」への協力要請等を踏まえ、6月下旬

～７月中旬に開催させていただきました。

平成２１年度　官庁施設保全連絡会議を東北各県で開催

予算要求方法や建物の定期点検の実施

方法等の相談が寄せられました。

なお、施設管理等についての相談は東北

地方整備局営繕部及び青森・秋田営繕事

務所の「公共建築相談室」にて随時受け付

けておりますので、よろしくお願いします。

午後からの保全連絡会議では、「国家機関の建築物等の保全の現況」、「保全業務支援システムの活用につ

いて」、「国家機関の建築物の定期点検について」、「庁舎修繕の予算化と平成２２年度要求単価について」、

「ＰＣＢ廃棄物の処理について」、「政府実行計画の推進について」、「地震等災害時の被災状況連絡体制につ

いて」といった議題について説明を行いました。

「施設保全管理マネージャー証」とは、施設保全管理者の業務意識向

上等を目的に主に各地区保全連絡会議に参加された方に発行してい

るものです。宮城・福島地区、青森・岩手地区は平成２０年度から、秋

田・山形地区は平成１６年度から発行しています。

なお、本会議に３回出席された方には「施設保全管理グランドマネー

ジャー証」発行しており、今年度は秋田会場で１人、山形会場で２人の

方に発行し、表彰式を行いました。

本会議についてのアンケートに多数御協力いただきありがとうござい

ました。

やはり、建物の定期点検の実施方法等についての関心が非常に高

く、それについての意見や要望等も多数寄せられました。

また、「非常に参考になりました」等のお褒めの言葉をいただいた一

方で「全体的に説明が早口」「専門用語が多く解りにくい」などの意見も

いただきました。

このアンケート結果を参考に、来年度以降も「官庁施設保全連絡会

議」を開催いたしますのでよろしくお願いします。

◆会議前（又は後）に保全相談コーナーを
　 設置しました

◆官庁施設保全連絡会議の議題

◆「施設保全管理マネージャー証」を発行しました

◆アンケートの結果から
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　平成２０年度の建築基準

法や官公法等の一部改正に

より外装仕上げの点検が強

化されたことは前号の「建

築物点検シリーズ番外編」

で紹介しましたが、今回は

点検方法について少し詳し

く紹介します。

建築物点検シリーズ7     建物外部編その4

建物立面図

　国土交通省告示第1350号では下記の様に規定されています。（抜粋）

　○点検項目　　外壁　  外装仕上げ材等

　　　　　　　　タイル、石貼り等、モルタル等の劣化状況及び損傷の状況

　○点検方法　　開口部隅部、水平打継部、斜壁部等のうち手の届く範囲をテストハンマーによる打診等により確認

                し、他の部分は必要に応じ双眼鏡等を使用し目視により確認。

　　　　　　　　※点検の結果、異常が認められた場合の措置は前号の「建築物点検シリーズ番外編」を御覧下さい。

　打診等により確認が必要な開口部隅部、水平打継

部、斜壁部等は特に劣化が進みやすく、剥落の発生

が多く見られる部分です。

１階

２階

水平打継部
　基本的に床の部分でコンクリートが
上下階別々に水平打継ぎされ、漏水
及びひび割れなどの発生を防ぐため
打継目地を設けます。
目地周辺を打診により確認しましょう。

開口部隅部
　窓や出入口などの廻りで出隅になっている部
分を、打診により確認しましょう。
　玄関廻りの柱や壁の出隅も開口部隅部となり
ます、忘れずに点検しましょう。

　水平打継部は足場無しで
の点検は困難です。
　１階部分にも打継目地が
あるので、そちらを点検しま
しょう。

打継目地

隅部

打音検査用
テストハンマー打　診　棒

　建物の中から
も点検できます。
　慣れれば打診調
査による打診音の
違いを聞き分ける
事から、劣化の程
度を推定できま
す。

窓

窓
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